7. 常設委員会及び特別委員会

7-1 倫理委員会

　　平成19年3月28日（水）、倫理委員会を開催し、下記事項に係る措置について審議を行った。

1．審議事項

当協会会員会社社員に係る競売入札妨害等容疑

事案に係る措置について
１）京都府加悦町（現与謝野町）に関する事案について

２）宮崎県に関する事案について

2．審議内容

(1)事実関係

１）京都府加悦町（現与謝野町）に関する事

案について、平成19年2月22日、当協会会員

会社、大日本コンサルタント（株）の社員が加

悦町職員より同町発注の2件の設計業務に関し

て、事前に入札情報（予定価格）を聞き出し、

公正な入札を妨害した疑いで京都府警に逮捕さ

れ、3月15日に同容疑で京都地裁に起訴された。

２）宮崎県に関する事案については、平成18年

11月16日、平成18年12月3日及び12月20日

に、同県発注の3件の業務委託の入札に関して、

当協会の会員会社、ヤマト設計（株）社長等お

よび宮崎県知事等が競争入札妨害（談合）容疑

で逮捕され、同知事、同社長等が起訴された。また、平成18年12月20日に当協会の会員会

社、ヤマト設計（株）社長および宮崎県知事等

が2件の贈収賄容疑で逮捕され起訴された。

(2)懲戒

　審議の結果、倫理委員会委員長は各委員の意見

を踏まえ、上記の２事案について以下の懲戒処分

が相当であるとの結論に達した。

１）京都府加悦町（現与謝野町）に関する事案について

①当協会の倫理委員会運営規則第８条に定め

る「関係法令に違反する疑いがある」こと。また、「当協会の倫理綱領の品位の保持及び公正かつ自由な競争の維持に違反する」こと。

②前回までの倫理委員会の事例でも、「起訴」された場合は、懲戒処分を行っていること。

③さらには、「倫理の保持」は、当協会の重点課題のひとつであること。

２）宮崎県に関する事案について

①当協会の倫理委員会運営規則第８条に定める「関係法令に違反する疑いがある」こと。また、「当協会の倫理綱領の品位の保持及び公正かつ自由な競争の維持に違反する」こと。

②会員企業役員が関与しており、再度このようなことが起こらないようにするためにも、何らかの重い処分は必要であること。

③前回までの倫理委員会の事例でも、「起訴」された場合は、懲戒処分を行っていること。

④さらには、「倫理の保持」は、当協会の重点課題のひとつであること。

　上記より、倫理委員会は、１）については、同

規則第８条第２項に定める「注意」の懲戒処分が、

２）については、「警告」の懲戒処分が相当である

との結論に達した。

(3)その他

倫理委員会運営規則（平成3年4月17日理事会

決定）については、その内容が時代にそぐわない部分があり、今後、部会等で検討されたい旨の提言がなされた。

　よって、倫理委員会としては、委員会の審理に係る具申案及び委員会の議事について、会長及び常任理事会（4月18日（水）開催）に報告した。

（倫理委員会委員長　廣谷　彰彦）
